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木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  　  　  入会案内  問合せ

国土交通省の建築物省エネ法のペー
ジ
気候風土適応住宅については「関係法令」
の「技術的助言」の項目の中にあります。

住宅省エネルギー技術講習会のサイ
ト
設計者向け、施工者向けの講習会が全国で
開催されています。

川越市で行われた、気候風土適応住宅の勉強会
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ポスト

2017年4月26日、「木の家ネット・埼玉」の主催で、気候風土適応

住宅の勉強会が行われました。川越で設計施工の工務店を営む綾部

孝司さんが講師となり、現状の説明と省エネ計算の実務の実際を紹

介をしてくださいました。

要旨

講師をつとめた綾部孝司さん

2020年以降はすべての住宅が適合義務対象となると言われている

省エネ基準において、外皮性能の適用が除外され、基準一次エネル

ギー消費量も緩和となる「気候風土適応住宅」という枠組みができ

ました。木の家ネットのつくり方にとっては、朗報です。これまで

建築士会連合会やJIAメンバーと連携して「省エネ達成には、外皮

性能向上以外にも道があるはず。外皮性能だけを評価する省エネ基

準では、伝統木造住宅がつくれなくなるおそれがある」と訴えてき

たことがようやく実った、という感があります。

とはいえ、省エネ基準が義務化された場合、2020年以降すべての

つくり手が省エネ基準に適合しているかを自ら計算をしなければな

らないことに変わりありません。その上で「気候風土適応住宅」と

して申請し、認定してもらう必要があります。ですから、省エネ計

算は誰もができるようになる必要があります。

また「気候風土適応住宅」の認定基準は、全国一律ではなく、地域

の気候風土に応じたものとなり、基準作成は各特定行政庁に任され

ます。この基準作成に、実務者として積極的に関わっていくこと

も、今、とても大事です。

川越での講演では (1)省エネ計算ができるようになること (2)地域で

の気候風土適応住宅認定基準に積極的に関わること のために必要

な情報が共有されました。以下、講演の内容を、実務で使える形に

まとめ直して、ご紹介します。

勉強会の会場となった川越市の喜多町会館

建築物省エネ法とは？

建築物省エネ法（建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法

律）が2015年7月1日に国会で成立しました。1979年に石油ショッ

クを背景として「エネルギーの使用の合理化に関する法律」が生ま

れ、産業、業務、運輸、民生の各部門において省エネをしていくこ

とが国の方針として示しされました。この方向性を、建築分野に実

現しようとするのが建築物省エネ法で、具体的な内容としては「省

エネ基準への段階的適合義務化」を主眼においています。2020年

には、住宅部門を含め、建築分野全般にわたって国が示す省エネ基

準に適合することが義務化される予定です。

この「省エネ基準」はこれまでに何度か改正されてきていて、今の

ところは努力義務にとどまっています。基準は「断熱化すれば省エ

ネになる」という考えに基づいており、壁や床、天井に断熱材を入

れ、開口部の建具の断熱性能をあげることで建物の「外皮性能」の

数値を一定以下にすることが求められます。

現在示されている「28年省エネ基準」では、外皮性能だけでな

く、設計段階で暖房、給湯、照明、換気、家電など、その建物の1

次エネルギー消費量の総和を計算し、その値を設定された基準以内

に抑えることが求められます。

2020年の完全義務化までのスケジュール

国では、建築物についての省エネ基準として

(1) 外皮性能基準

(2) 一次エネルギー消費量基準

この二つを地域別に基準値を示しています。

現在では、

2000平米以上の非住宅建築物の新築・増改築

300平米以上の住宅を含む建築物の新築・増改築

については、省エネ基準に関する義務が課せられています。

まず「2000平米以上の非住宅建築物」については、確認申請の前

に、省エネ基準に適合しているかの判定を受け、確認申請時にその

建築物が省エネ基準に適合しているという認定証を添付しなければ

なりません。この認定証を「適合判定通知書」というそうです。

「300平米以上の住宅を含む建築物」については、着工する21日前

までに省エネ基準に適合しているかを計算し、その結果を届け出な

ければなりません。ただし、「2000平米以上の非住宅建築物」と

ちがって、適合義務は課せられていません。設計者に省エネ計算の

「練習」をさせる、ということあわせて、どのような建物でどのく

らいの数値がでるのかを行政側でもリサーチしたいという意味合い

もあるようです。

現在のところ、小規模住宅については省エネ基準適合義務も届出義

務もありませんが、2020年に省エネ基準が義務化されれば、面積

に関係なく、また届出だけでなく基準への適合性を求められるよう

になる予定です。

現在は省エネ基準を達成することは義務ではありませんが、基準達

成を条件にした数々の補助金制度などの誘導措置は行われており、

省エネ基準の達成度合いが住宅の性能を表示するめやすともなって

おり、差別化はすでにはじまっています。

HEAT20
G1基準とG2基準

 

ZEH
ネットゼロエネルギーハウス

 

BELS
Building-Housing Energy-efficiency

Labeling System

HEAT20やZEHでは、H25省エネ基準よりも より高い性能を求める（UA値は、小さいほど外皮性能が高い）

義務化にむけて全国で
「住宅省エネルギー講習会」を開催

面積に関係なく、基準への適合性を求められるようになる「2020

年の省エネ基準の義務化」に先立って、国交省では「住宅省エネル

ギー技術講習会」を全国で開催、実務者の啓蒙をはかっています。

講習会の目的は「新築住宅における省エネ基準適合率を平成32年

度までに100％とすること」です。講習料も低く抑えられており、

受講すると分かりやすいテキストも手に入ります。講習には施工者

向け、設計者向けとがあり、下記のサイトで各地の開催情報を調べ

ることができます。つくり手のみなさんは、ぜひ参加することをお

勧めします。

講習に出席することでもらえるテキスト。「基本篇」「設計篇」「施工篇」があり、さらに、RC住宅を意識した
「沖縄篇」、北海道を意識した「１～３地域篇」があります。上記サイトの「研修資料デジタルブック」のコー
ナーで閲覧もできます。

とはいえ、講習会に出席しただけでは、なかなか省エネ計算は身に

つきません。自分の物件で実際に計算してみるのが一番！です。こ

のコンテンツの続きとして、次々号で「大工が初めて省エネ計算に

挑戦！」特集を組みますので、お楽しみに！

建築物の省エネルギー性能を達成するには？

一次エネルギー消費量基準をクリアしているかどうかは、国が用意

しているプログラムで判定をします。一次消費エネルギーのシミュ

レーションプログラムでは、それぞれの分野で、用いている設備機

器を選択するようになっていて、断熱化向上による外皮性能向上以

外にも、住宅のインフラを支える設備面でも省エネのための工夫を

求められていることが分かります。設計段階で次のような仕様を選

択することが、要請される基準値をクリアするポイントとなりま

す。

冷暖房：効率のよい冷暖房設備を選ぶ

給湯：低エネルギーで給湯できるものを選ぶ

照明：白熱灯をやめ、LEDなどにする

換気：24時間換気が必要な場合、効率のよいものにする

しかし、プログラムにはまだ疑問ものこります。選択肢にないも

の、たとえば暖房において薪ストーブを使っていれば、それは「効

率の悪いエアコン」と同等の、大きなエネルギーを使うものと見な

されてしまいます。薪ストーブでは、電気もガスも、化石燃料も使

うことはありません。むしろ、伐り捨て間伐により森に放置される

場合のCO2放出量を削減することに寄与するのに「効率の悪いエ

アコン扱い」とは、いかがなものでしょうか。

また、四国や九州などの、低温になる日数が少なく、またたいして

気温が低くならないような地域では、コタツや家電型の放射型スト

ーブなどを間歇的に使用するだけで暖を取る、という暮らしも少な

くありません。そのような場合でも、やはり選択肢がないので「効

率の悪いエアコン扱い」となってしまいます。使用エネルギーは

「効率の悪いエアコン」よりは低いような気がしますが。

このようなさまざまな暮らしのシーンからの指摘は、省エネ基準に

関するパブコメに多く寄せられていました。プログラムは国立研究

開発法人建築研究所のサイトでオンラインのプログラムとして提供

されていますが、国民の意見を反映するよう、頻繁にバージョンア

ップを重ねているようです。2020年までに国をあげての義務化を

するのであれば、それぞれの地域での多様な暮らしぶりを把握し、

全国民の理解を得られるようなプログラムとしていただきたいもの

です。研究所の叡智を集約した、さらなるチューニングを望みま

す。

省エネ基準適合判定とは

省エネ基準適合判定において、基準達成のチェックをすべき計算が

３通りあります。

(A) 外皮平均熱貫流率　UA値
(B) 平均日射熱取得率　ηA
(C) 一次エネルギー消費量

この３つの値が、国が地域別に設定する基準を達成していれば「省

エネ基準に適合」していることになります。（奄美から新潟までが

同じ基準？という問題はありますが）

地域区分の地図

地域区分とUA値。５，６，７の地域が、UA値0.87と、同じ値。

省エネ計算の意味
(A) 外皮平均熱貫流率　UA値

建物が、どれくらい外界の自然の影響をどれくらい遮断できている

か、という「外皮性能 UA値」を求めます

なにをアップすれば外皮性能が向上するのでしょうか？

開口部：窓や建具を小さくする。断熱性能が高いものを使う。

開口部以外：断熱材を分厚く、性能のよいものにする。

南面を大きく開放した開口部、自然系の断熱材、工業製品でない木

製建具などは、外皮性能においては、不利にはたらきます。

省エネ計算の意味
(B) 平均日射熱取得率　ηA

夏の陽射しを遮蔽することが室温上昇を防ぎ冷房効率をよくしま

す。冬の陽射しは、取り込むことで暖房効率があがります。南にい

くほど夏の遮蔽率のよさが、北に行くほど冬の日射取得率が求めら

れます。

開口部の窓の断熱性能や、軒の出かたがこの数値には関係してきま

す。

外皮性能・平均日射取得率の
計算に使用するプログラム

プログラム

「外皮平均熱貫流率　UA値」と「平均日射熱取得率　ηA値」を計

算するプログラムは、住宅性能表示協会や現在サッシメーカーなど

から、何通りか無償でも提供されています。

要素を選択していくことで、外皮性能計算ができるエクセルのシート。これは
YKK APが配布しているもの

プログラムに代入する主なこと

（１） 断熱材仕様

断熱仕様ごとの面積と断熱仕様とを選んでいきます。天井、壁、屋

根それぞれが、断熱材や木材、建材からなる「サンドイッチ」のよ

うな構成となっているはずです。

壁の仕様例　提供：ビオフォルム環境デザイン室

その構成について、エクセルで各構成要素の名称と厚みを「レタス

1mm、ハム3mm、パン10mm」というような要領でひとつひとつ

選択し「その構成のサンドイッチ」がどのくらいの面積であるかを

代入します。サンドイッチの構成が変わるごとに区切って、作業を

繰り返します。

（２） 開口部仕様

上記のサンドイッチには建具や窓がはまっているところもあるはず

です。計算をしたあとで、建具や窓の種類を選び、どの方位にどの

くらいの面積のものが入っているかを指定します。ここで代入した

情報が、平均日射取得率にも連動します。

プログラムの選び方

各メーカーから提供しているプログラムでは、自社製品の製品情報

をのせていて、断熱材、窓、サッシなどの種類を選べるプルダウン

メニューに製品名や厚みがでてきます。そのプログラムのプルダウ

ンメニューに使っているものが現れない場合には、製品情報を自ら

あたり、手入力で代入しなければなりません。

森林文化アカデミーの辻充孝先生が開発した「環境デザインサポー

トツール」が、木組み、自然素材の断熱材、木製建具といった構成

の住宅には使いやすいようです。日射取得率の計算をするのに、軒

の出の構成を詳細に入れることができ、建物の実態に迫れるのも魅

力です。このプログラムは、辻先生の講演会に出席すると、計算を

すること前提で配布されます。（この特集の続編として、次回、辻

先生のプログラムを使って計算をしてみるというコンテンツを公開

予定です）

辻充孝先生（森林文化アカデミーのWebサイトより）

省エネ計算の意味
(C) 一次エネルギー消費量

設計段階で、その建物がどのくらいエネルギーを消費しそうか、面

積や外皮性能、使用する冷暖房や給湯機器など、設計条件をプログ

ラムに代入してシミュレーションします。これを設計一次エネルギ

ー消費量といいます。

設計一次エネルギー消費量 ＜ 基準一次エネルギー消費量

となることが求められます。基準一次エネルギー消費量は、その建

物の広さ、主要居住部とそれ以外の割合、外皮性能、家族の人数と

いったさまざまな条件から算出されます。エネルギー消費量は年間

の消費量としてギガジュールで表記されます。

木の家イベントカレンダー
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やさしくて強い、
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19件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
17件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

設計士・古川保さ
ん(古川設計室)：木
の家づくりは仕組
みづくり
10件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

大工・池上算規さ
ん(大工 池上)：長
崎県産材100%の
家ができるまで
8件のビュー

大工・宮内寿和さ
ん(宮内建築)：大工
が挑戦する「水中
乾燥」
8件のビュー

大工・高橋俊和さ
ん(都幾川木建)：初
原の営みに魅せら
れて
8件のビュー

工務店・小田貴之
さん（オダ工務
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りのプロデューサ
ー

8件のビュー

設計士・岩波正さ
ん(三和総合設計)：
なんで木の家がい
いのか、とことん
考える

7件のビュー
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建築物省エネ法関連
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告

2013年6月17日
木の家ネット 温熱環境調査 ま
ずは知ることから！

2014年12月12日
改正省エネ法で、土壁はどうな
る？

気候風土
適応住宅
のススメ
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地域別つくり手リスト
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建築研究所による「エネルギー消費
性能計算プログラム(住宅版) Ver
2.2.3」
設計条件を代入していくことでその住戸の
年間設計一次エネルギー消費量が出ます。

一次エネルギー消費量計算（国土交通省発行：「住宅・建築物の省エネルギー基準 ￼平成25年改正のポイント」より）

プログラム

「基準一次エネルギー消費量 」「設計一次エネルギー消費量 」を

計算するプログラムは、建築研究所でオンラインで使えるサービス

として提供されています。

省エネ計算の矛盾点

省エネは外皮性能でしか達成できないわけではありません。外皮性

能は悪くても、低いエネルギー消費量で生活できるような家づくり

や暮らし方が実際にあります。

その代表となるのが、日本の伝統的な木造住宅です。縁側や土間な

どの開口部が大きく、土壁や落とし込み板壁といった、基準に合わ

せた断熱材が入れにくい構成、木製建具や石場建てなど「外皮で室

内を外界から遮断する」のではなく「内部と外部がゆるやかにつな

がる」中で、季節に応じて暮らす、生活がそこにはあります。外皮

性能が低いからといって、エネルギーを浪費するわけではありませ

ん。

「外皮性能をあげること」は省エネの「ひとつの道」ですが、別の

道で省エネを実現できる可能性を、同じ計算では表現できないこと

が問題として指摘されています。

外皮性能をベースとした省エネ計算にはそぐわないという理由で日

本の住文化である伝統木造住宅がつくりにくくならないよう、国会

の国土交通委員会の附帯決議がなされ、外皮性能を適用除外とし、

一次エネルギー使用量についても緩和措置される「気候風土適応住

宅」という枠組ができました。

木の家ネットのつくり手のつくる家の多くは、省エネ基準をクリア

するのにこの「気候風土適応住宅」を用いることになると思われま

す。次ページで詳述します。

１ページ目のまとめ。

2020年以降は小規模住宅でも必ず３種類の省エネ計算をしなければならない

計算結果を特定行政庁に届け出なければならない

計算結果が国の示す基準以下におさまるような設計でなければならない
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関連する記事はこちら

 
Like 0

越海興一 室長(木造住宅振
興室)：国交省木造住宅振
興室室長に訊く「200年
住宅」

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

このまちにずっと残って
いてほしいあの家も「既
存不適格」？

大工・綾部孝司さん(綾部
工務店)：原点回帰

漆職人・小林広幸さん(春
野屋漆器工房)：木の家づ
くりにも関わる漆塗り職
人を訪ねて
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地域型住宅の省エネルギーを探る ～
2016.1.17 京都フォラム報告
京都のひと・まち交流館で建築関係６団体
の共同主催により「京都の夏を旨とした住
まいにならい、地域型住宅の省エネルギー
を探る」というフォラムの報告です。安藤
邦廣先生の基調講演「温暖地開放系外皮設
計モデル」は刺激的でした。１ページ目の
後半をご覧ください。

私はこう書きました！ 木の家ネット
会員が出したパブコメ
パブコメ〆切直前！ 木の家ネット会員が出
したパブコメ集です。掲載が間に合ったの
はごく一部ですが、考え中の方は、参考に
どうぞ！

地域型住宅の省エネルギーを探る ～
2016.1.17 京都フォラム報告
気候風土に合った暮らし方など、大事な話
がたくさん出た京都でのフォラム。参加し
た木の家ネットメンバーのおしゃべりで、
報告をお届けします。

2/16 衆議院第二議員会館 調査報告会
レポート
省エネの視点から伝統構法を考える調査報
告会が、衆議院第二議員会館で行われまし
た。国会議事堂のお膝元でのイベント、そ
のレポートです。

1  
2

 
ポスト

省エネ計算プログラムの得意分野、不得意分野

建築物省エネ法の目的は、建築物の消費エネルギー性能を向上する

ことにあります。ところが、実際に少ないエネルギーで暮らせるよ

うな住宅でも、この法律が定めている一次消費エネルギー使用量を

設計段階で推定する計算プログラムに設計条件を代入すると、あま

りよくない結果が出てしまうことがあります。

それは、現行の計算プログラムは「外皮性能を高めることで建物の

消費エネルギーを低く抑える」ことを指向したものだからです。建

物が断熱材などで「くるまれている」状態がそもそもなければ、い

い数字は出ません。それゆえ、高気密高断熱タイプの建物の省エネ

性能評価には、有効な計算プログラムではあるのですが、それでは

建物の省エネ性能を正しく評価できないこともあります。

どのような家が、不得意分野か？

どういう建物が、この計算プログラムでは正しく評価されないの

か。ひと言で言えば、断熱材を入れることを前提としない建物。日

本の伝統的な木造住宅、大きな開口部をもった外界に開かれたデザ

インの住宅、ログハウスなどは、なかなか実際の消費エネルギー実

態に沿った評価がされにくいのです。

そもそも「建物の断熱化を徹底することで、省エネ性能をアップし

よう」というのは、ドイツや北欧をはじめとする、寒冷地の考え方

です。日本でも北海道や東北の一部では有効な方法ですが、関東以

南の暮らしにはそぐわないといってよいでしょう。

2016年1月に行われた京都フォーラムで、安藤邦廣先生が東アジア

の建築史について興味深い講義をしてくださいました。「現在の建

築物省エネ法で掲げている省エネ基準は『寒冷地型閉鎖系モデル』

を前提としたものである。しかし、日本のほとんどの地域は温暖地

であり、夏と冬とで外部環境への応じ方を柔軟に変化させる『温暖

地型開放系モデル』で考えるべきだ」というのがおよその論旨で

す。 省エネ基準が、北海道などでの省エネの要請に端を発し、ド

イツなどの省エネ基準に倣った形で誕生してきたこともあり、一次

エネルギー消費量計算ソフトも寒冷地型の高気密高断熱住宅を前提

としたものとなっているのです。

温暖地開放系　外皮設計モデル

寒冷地型閉鎖系：気密断熱をしっかりして、全館恒常暖冷房
温暖地型開放系：屋根はしっかり遮熱。縁側をもうけ、夏は風通しよく、
冬は低い陽射しを取り込む。小さく仕切って断熱した空間を部分暖冷房
（オンドルもこのタイプ）。作図：安藤邦廣

温暖地開放系モデルの特徴

○ 大きな屋根と深い軒：

屋根断熱。夏は軒庇で外壁と開口部の日射遮蔽。日照角度の

深い冬は、陽射しの取り込み

○ 高床：

床下通気で耐久性を高める

○ 部分暖冷房：

外皮全体ではなく、住宅内の一部を囲い、部分的に暖冷房す

る

○ 縁側：

夏は広い開口部による通風。冬は外側のガラス戸と内側の障

子との間に空気層をもうける

省エネ基準へのパブリックコメント
国会での附帯決議

改正省エネ法の要請でつくられた省エネ基準についてパブリックコ

メントが行われた時に、木の家ネットからも多く意見を寄せたこと

は皆様の記憶にも新しいことと思います。その中でも特に多かった

のは「外皮性能の向上一辺倒の省エネ基準が義務化されたら、日本

の伝統的な木造住宅がつくれなくなる」という意見でした。

外皮性能重視の省エネ基準を作成する

一方で、国では日本の伝統的なスタイ

ルの家を推奨し、「和の住まいのすす

め」という冊子も作成しています。

2020年は建築物省エネ法の全面義務

化の年でもあると同時に、東京オリン

ピックの開催年ともなります。「日本

にしかない、日本らしい建築や街並」

が、海外からの観光客からも期待され

ています。

そうした状況の中で、2015（平成27）年６月3日、第189回国会衆

議院国土交通委員会では「建築物のエネルギー消費性能の向上に関

する法律案に対する附帯決議」がなされました。

委員会で質問する、民進党（当時 民主党）の小宮山議員。彼女の質問が、「地
域の気候風土に対応した伝統的構法の建築物などの承継を可能とする仕組みを
検討すること」という附帯決議に繋がりました。

国交省で策定した
「気候風土適応住宅」ガイドライン

外皮性能は、連続的に外界と室内とを遮断していることによって達

成されますから「外界と室内とを隔てず、ゆるくつながる」ような

要素が、省エネ性能の中でもとりわけ外皮性能評価寄りにつくられ

ている省エネ性能判定プログラムの不得意分野となります。

国交省では、これらを「気候風土適応住宅」として位置づけ、外皮

性能の適用除外、省エネ性能判定プログラムの緩和措置をとること

としました。もちろん、単に「外皮性能が省エネ基準に満たない」

というだけでなく、各地の気候風土に応じた、環境調整の工夫があ

り、少ないエネルギーで暮らす知恵や技術が認められることが条件

となります。

気候風土適応住宅の認定は、日本全国各地でさまざまな気候風土が

あるため、直接国でするのではなく、全国各地の特定行政庁でそれ

ぞれに認定基準をもうけることとし、国では認定基準策定のための

「ガイドライン」をおおまかに示すのみにとどめています。

そのガイドラインをここに紹介しますが、まさに「和の住まいのす

すめ」で推奨されているような建物をなす構成要素がずらっと並ん

でいます。

1. 縁側

屋外と畳敷の部屋とのあいだに設け
られた通路状の板敷の空間をいう。
縁側と屋外のあいだ、縁側と畳敷の
部屋とのあいだには、掃き出しの連
続する建具が設けられるが、熱的境
界の設定がはっきりしない領域であ
るために、断熱性の確保が困難にな
ることがあると想定される。

縁側

写真：けやき建築設計 (越谷市) 提供 (個人住宅)
photo (c) KAWABEAkinobu

2. 小屋組現し、かつ、野地現し

小屋梁・敷梁・小屋束・母屋などの
小屋組材を室内側から見えるように
使う現しとし、かつ、野地を現し
(化粧野地) とする構法である。
断熱材は野地の上面に施工できる
が、断熱層の厚さが限られることが
ある。

小屋組現し・野地現し

写真：綾部工務店 (川越市) 提供 (個人住宅)

3. 土塗壁 (外壁両側を真壁としたもの、外壁片側を真壁としたもの、土蔵造りのもの)

土壁とは、小舞と呼ばれる竹や木で
組んだ格子を縄で結わえて下地と
し、土を塗り重ねた壁をいう。
真壁の土壁は、土壁を用いて、柱や
梁などの構造材を表に見せるつくり
方をした壁である。
外壁の両側を真壁とした土壁は、面
として断熱層を構成することが困難
である。
外壁の片側を真壁とした土壁とは、
土壁の内側を真壁とし、外側を大壁
とするものである。土壁と板壁など
の外装材の間に断熱材を施工できる
が、断熱層の厚さが限られることが
ある。
土蔵造りは、外壁の外側を土壁で大
壁に仕上げたものであり、断熱層を
構成することが困難である。

土塗壁外壁両側真壁 (左：外部、右：内部)

土塗壁外壁片側真壁 (左：外部、中：内部)　土蔵造り

写真上：大屋工務店 (市川市) 提供 (個人住宅)
写真下左：風基建設 (東京都) 提供 (個人住宅)

写真下右：アルセッド建築研究所 (東京都) 提供 (気多宮街なみ交流センター (福島
県) )

4. 板壁 (落し込み板壁等) のうち、外壁両側を真壁としたもの

板壁 (落とし込み板壁) は、柱と横架
材の内側に1寸程度の厚さの板をは
め込んで壁体を構成する、一種の壁
式構造の構法である。
外壁に落とし込み板壁を用いる場
合、一般的には外装材を設けて、板
壁と外装材のあいだに断熱層が構成
される。内部を落とし板現しとし、
外部を真壁にする部分では、面とし
て断熱層を構成することが困難であ
る。

落とし込み板壁 (左：施工状況、右：内部)

写真：日本板倉建築協会 (つくば市) 提供

5. 土塗壁以外で、外壁両側を真壁としたもの

土塗壁を用いないで外壁両側を真壁
とする構法である。例えば、屋外側
をモルタル塗の真壁、室内側をラス
ボード下地漆喰塗の真壁とする。
断熱材は壁体内に充填施工するが、
断熱層の厚さが限られることがあ
る。

土塗壁を用いない外壁両側真壁 (左：外部、右：内部)

写真：創夢舎 (飯能市) 提供 (個人住宅)

6. 外壁両側を木材現しにしたもの (校倉 [あぜくら] ・丸太組構法等)

外壁両側を木材現しにした構法には
校倉、丸太組構法などがある。
校倉
は、断面が矩形の横木を井桁に積み
重ねて壁をつくる構法である。
丸太組構法は、丸太材等を水平に積
み上げて壁体を構成し、張間・桁行
方向の壁相互の交差部分では丸太材
をかみ合わせる一種の壁式構造の構
法である。一般に丸太材等そのもの
の質感や形状を内外装の意匠として
活用することが好まれ、その場合は
外壁の両側を丸太材等現しにするた
めに、面として断熱層を構成するこ
とが困難である。

丸太組構法 (外壁両側丸太組現し)

写真：芳賀沼製作 (川越市) 提供 (個人住宅)

7. 開放的な床下 (石場建て・足固め等)

石場建てとは礎石の上に直接柱を立
てることをいう。礎石に丸形をした
石を用いたものを玉石基礎という。
石場建ての柱の足元を相互につなぐ
ための横架材を足固めという。
石場建てを用いた床下空間は、布基
礎に比べて開放的で通気性が高い
(外部の気流が進入する) ので、床下
が冬期には屋外と同等の低温になる
おそれが高い。床の断熱措置を十分
に講じない場合は、断熱性の確保が
困難になると想定される。

石場建て・足固めによる開放的な床下

写真左：川端建築計画 (野洲市) 提供 (個人住宅)
写真右：綾部工務店 (川越市) 提供 (個人住宅)

8. せがい造り、はね木 (出し梁)

せがい造りは、建物外周の柱・桁を
介して腕木を出し、その先端に桁を
載せて、軒部分を構成する構法をい
う。
はね木 (出し梁) は、梃子の原理を使
って、入側桁から軒桁の上部を視点
にして、はね出した鼻母屋や茅負を
先端で支える構造部材をいう。
これらは軒の出を深くするため、軒
先を豪華に見せるため、屋根に積も
った雪の荷重に対応するために用い
られる。
腕木やはね木が外皮を貫通すること
により、取り合い部に隙間が生じ、
断熱性の確保を困難にすると想定さ
れる。

はね木

図：小林一元・高橋昌巳・宮越喜彦・宮坂公啓編著『木造建築用語辞典』井上書
院 (1997年3月発行)

写真左：いよぎん地域経済研究センター (松山市) 提供 (個人住宅)

9. 面戸板 [めんどいた] 現し

物と物との隙間、もしくは、その隙
間を塞ぐ部材を面戸という。面戸板
は、軒桁と屋根野地のあいだの隙間
(面戸) を塞ぐために垂木と垂木のあ
いだに挿入する板のことを指す。
面戸板を現しとして、これのみで桁
と野地までの隙間を塞ぐ場合には、
断熱層を構成することが困難になる
とともに、面戸板と桁・野地・垂木
の取り合い部に隙間が生じ、断熱性
の確保を困難にすると想定される。

面戸板現し 下屋部分を化粧野地・面戸板現しにした例

図：小林盛太著『和風住宅の知識』彰国社 (1984年7月発行)
写真：アルセッド建築研究所 (東京都) 提供 (林芙美子記念館 (新宿区) )

10. 茅葺 [かやぶ] き屋根

茅で葺いた屋根をいう。茅は、屋根
を葺く草の総称であり、ススキが最
もよく使われるが、ヨシやイネ科の
多年草や麦藁、稲藁も使われる。茅
葺きを藁葺きということもある。
茅葺は、部位として隙間が多く、断
熱構造化しても漏気が生じるため
に、断熱性の確保を困難にすると想
定される。また、一般に簀子天井と
組み合わされることが多く、天井に
断熱層を構成することは困難であ
る。

茅葺き屋根

図：安藤邦廣・乾尚彦・山下浩一著『住まいの伝統技術』建築資料研究社 (1995
年3月発行)

写真：八多ふれあいのまちづくり協議会 (神戸市) 提供 (個人住宅)

11. 木製建具のうち、地場で製作されるもの

サッシに木材を用いた木製建具は、
地場の建具職人によって現場製作さ
れるものと、建具メーカーによる工
場生産品とがある。
現場製作される木製建具において、
木枠のしゃくり、合い欠きなどによ
る召し合せ (2枚建具の突合せ部分の
隙間防止) が講じられていない場合
は、隙間が生じやすく、断熱性の確
保を困難にすると想定される。 現場製作による木製建具

写真左：アルセッド建築研究所 (東京都) 提供 (個人住宅)
写真右：アルセッド建築研究所 (東京都) 提供 (日向市歴史民俗資料館)

12. 下地窓、無双 [むそう] 窓

下地窓は、土壁の一部を塗り残して
木舞下地を現した窓の形式である。
茶室や数寄屋造に用いられる下地窓
は、皮付きの葭を組み合わせて、意
匠的な風情を出す。
無双窓は、一定間隔で幅広の連子板
を竪に取付け、その内側に付けた同
形式の連子の引き戸を左右に移動さ
せて開閉する窓の形式である。
下地窓、無双窓ともその形式上隙間
が大きく、断熱性の確保を困難にす
ると想定される。

下地窓　無双窓 (引戸上の欄間部)

写真左：『新・和風デザインハンドブック』エクスナレッジ (2011年9月発行)
写真右：アルセッド建築研究所 (東京都) 提供 (環境共生モデル住宅 (水俣市) )

13. 竿縁 [さおぶち] 天井、網代 [あじろ] 天井、簀子 [すのこ] 天井

竿縁天井は、竿縁と呼ばれる細長い
材を並べ、その上に天井板を乗せた
ものをいう。
簀子天井は、細長い材や竹を目透し
で並べて留め付けた天井をいう。
網代天井は、葦、竹、杉や檜の薄板
などを、斜めまたは縦横に組んで、
手織り風に編んだものをいう。
これ
らの形式の天井は、断熱材の施工が
難しい。また、当該部位・構成材に
隙間があり、断熱性の確保を困難に
すると想定される。 竿縁天井 (上図、写真)

網代

図：木造建築研究フォラム編『図説・木造建築事典』学芸出版社 (1995年3月発
行) 写真上：橋本建設 (広島市) 提供 (個人住宅)
写真下：竹平商店 (京都市) 提供 (網代)

14. 土間 (三和土 [たたき] )

屋内において、土のままあるいは三
和土 (土と石灰とにがりを混ぜてた
たき固めたもの) で仕上げられ、板
の張っていない床をいう。
土間と屋外のあいだ、土間と部屋の
あいだは、熱的境界の設定がはっき
りしない領域であるために、断熱性
の確保が困難になることがあると想
定される。

玄関土間　土間

写真左：けやき建築設計 (越谷市) 提供 (個人住宅)
photo (c) KAWABE Akinobu

写真右：かわかみ建築設計室 (松本市) 提供 (個人住宅)

15. 床板張り仕上げのうち、下地材を用いず単層床板張りとしたもの

床板には、縁甲板 [えんこういた] と
呼ばれる幅6～12cm、厚さ12～
15mmで、ヒノキ・マツなどの主と
して針葉樹の床材が、縁側・廊下な
どに用いられる。通常は木端面に本
実加工がしてあり、釘で根太に留め
付ける。
合板などの捨て張りをせず、根太に
直接張り上げる場合や、木端面を本
実や相じゃくりとしないで突付けと
する場合は、取り合い部に隙間が生
じやすく、断熱性の確保を困難にす
ると想定される。

床板張り仕上げ (下地なし)

図：木造建築研究フォラム編『図説・木造建築事典』学芸出版社 (1995年3月発
行)

一般社団法人 日本サステナブル建築協会 刊　「気候風土適応住宅の認定のガイドライン・同解説書」を元に制作

まさに、木の家ネットのつくり手が実践する家づくりの要素が並ん

でいますね！

エネルギー消費量の実態調査

ところで、このようなガイドラインが策定される裏付けとなったの

が、木の家ネットでもたびたび報告してきた「伝統木造住宅の温熱

環境調査」です。JIAや建築研究所などで実施し、木の家ネットメ

ンバーの施工例やその家に住まわれている御家族の暮らしの実態に

ついてのデータを提供してきました。

省エネの計算プログラムでは「設計値」と「基準値」を比べ、設計

値が基準値を下回らなければ、適合性判定でNGになります。ここ

でいう「設計値」も「基準値」も机上で計算したエネルギー消費量

に過ぎないので、実際に年間のエネルギー使用量がどうなっている

のか、住まい手の暮らしぶりやその中での温熱感はどのようなもの

なのかを、住まい手の協力を得て行ったのが「温熱環境調査」で

す。

その中で見えてきたのは「計算値ではNGだが、実態調査では優

秀」という家が大半を占めている、という現実でした。実態と合っ

ていない計算プログラムのために、日本の気候風土に合った家づく

りができなくなるとは、おかしなこと。なんとかしなければ！とい

うことで、JIAや日本建築士会といった建築関係の大きな組織が、

伝統木造を守るために立ち上がってくれたのは、とてもありがたい

ことでした。

気候風土適応住宅

これまで述べてたような下地があって、省エネ基準の適合確認方法

のもうひとつの道として「気候風土適応住宅」という枠組が2016

年３月にできました。具体的には「地域の気候及び風土に応じた住

宅であることにより外皮基準に適合させることが困難であると認め

るもの」といいます。

2020年の新築住宅全戸について省エネ基準への適応義務化に先立

って各地域の特定行政庁で認定基準をつくり、それに沿って建築主

が特定行政庁に認定申請をし、認定がおりれば、次のような特典を

得ることができます。

特典

外皮基準の適用除外

一次エネルギー消費量の適合確認について気候風土型を採用

方法

認定基準：地域の特定行政庁で、2019年までに作成

国のガイドラインの技術的助言や他地域を参考に

気候風土に合わせて

外皮基準に適合させることが困難な要素

気候風土適応住宅の適用例

川越の綾部工務店 綾部孝司さんの設計施工事例をもとに、具体的

に説明します。

次に示すのは、川越市内のある住宅です。真壁づくりの木組み土壁

の家で、土壁ですから壁には断熱材が入りません。通常の省エネ基

準判定プログラムではNGがでますが、気候風土型用プログラムを

使うとOKとなりました。

綾部工務店 施工による川越のKM邸

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
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2018年2月7日
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選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
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ト

2017年12月14日
第17期木の家ネッ
ト総会：倉敷大会 -
民家改修と曳家-

2017年10月14日
気候風土適応住宅
のチラシができま
した！

2017年9月4日
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設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
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大工・池上算規さ
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建築物省エネ法関連
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地域別つくり手リスト
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綾部工務店 施工による川越のKM邸

計算例（KM邸）

通常の計算。基準値＜設計値でNG 「NG」

気候風土型で計算。基準値が２倍に増えたため 基準値＞設計値となり、OK

綾部さんの話

外皮以外ではがんばっていますよ。給湯、照明など、省エ
ネに配慮した設備機器を選んでいます。省エネ意識が「ザ
ル」では、達成はきびしいですよ！

このお宅では、生活実態調査も行っていましたが、その結果を見て

みると、計算プログラムがはじきだした設計一次エネルギー使用量

の、なんと４分の１のエネルギーしか使っていないという実態が分

かります。

公益社団法人 日本建築士連合会 2016 !!月号に綾部さんが寄稿した　「施工者か
らみた認定に関する課題と対応」より。事例１がKM邸。実際に光熱費のレシー
ト等から計算した実エネスギー使用量は、基準値の半分、計算プログラムによ
る設計値の1/4以下。

綾部さんの話

計算プログラムで実態と大きなズレがでるのは、計算プロ
グラムでは「室温を全体的に20度で維持すること」を前
提条件にして、それに必要なエネルギーを基準エネルギー
消費量としているからなんです。「20度ないといけな
い」というのは、そもそも個人の感覚です。実際の暮らし
ぶりを見ていると無暖房で「寒いな」と感じ始めるのは
16度ぐらいではないかと私は思います。空気暖房である
エアコンと比べ、針葉樹フローリングなど肌触りの良い床
材や輻射型の暖房を使っていれば、室温低めでもあたたか
いと感じる傾向が強いようです。

実際に暮らしているお施主さんのお話もうかがいました。

住まい手の声

土壁の調湿性能のおかげで、夏は涼しくさらりとした空気。

エアコンの使用頻度は真夏の暑い盛りの数日間に間欠的につ

ける程度で、ごく低いです。 冬は、外からの日射を直接受け

る部分の土壁がじんわりあたたまり、夕方以降、ある程度ペ

レットストーブの温風暖房を入れることで、十分快適に過ご

せます。冬場の暖房室温は16度程度です。

気候風土適応住宅の運用方法

「気候風土」という言葉からも分かるように、国がガイドラインま

では示しても、実際の認定基準の策定や運用は、地域にまかされま

す。ガイドラインをもとに、官民が連携して、各地での基準をつく

っていくのです。

実務者や関係者の様々なのはたらきが、この「気候風土適応住宅」

を生み出す原動力となりました。連合会では、各都道府県の建築士

会の中に小委員会をつくって、その地域における気候風土住宅のあ

り方を検討したり、行政と合同の勉強会や見学会の開催を推奨して

います。8/2には、日本建築士会連合会 関東ブロックでの勉強会が

予定されています。

国交省でも、認定基準づくりをバックアップするために、省エネ基

準検討委員会の中に一般財団法人建築環境・省エネルギー機構

(IBEC)が事務局となって「省エネ基準 行政庁認定指針検討SWG」

を発足、先進的に取り組むことになった特定行政庁と関係団体等か

ら協力委員が参加して、各地の認定指針づくりのための委員会を開

催しています。

地域の気候及び風土に応じた住宅に特徴付けられる要素の例

観点 区分 要素の例

1) 様式・形態・空間構
成

内部 内部空間 続き間

縁側

土縁 [つちえん・どえん]

玄関 (風除室)

高天井

吹抜け

建具 引戸形式の内部建具

欄間

内外境界部 屋根・軒 深い軒庇

越屋根

開口部 大きな窓 (掃出し、連窓、引込み形式、多層構成の建具等)

地窓

高窓、天窓

外部 外部床 (照り返しを抑制する素材)

中庭等

屋敷林

2) 構工法 構造部分 構造部材 無垢材である製材の使用

断面が大きな構造材の使用

部材現し (軸組、床組、たるき、小屋組等)

軸組・耐震要素 貫・差鴨居 [さしがもい] 等の軸組

土塗壁

板壁 (落とし込み板壁等)

土塗壁以外で、外壁両側を真壁としたもの

外壁両側を木材現しにしたもの (校倉 [あぜくら]・丸太組構
法等)

開放的な床下 (石場建て・足固め等)

小屋組・軒構法 和小屋組 (多重梁)

さす構造、たるき構造、登り梁

せがい造り、はね木 (出し梁)

面戸板 [めんどいた] 現し

接合方式・加工
法

金物類の非使用

手刻みによる加工、伝統的な継手仕口

非構造部分 (外
部)

屋根 瓦屋根

茅葺 [かやぶ] き屋根

板葺き、樹皮葺き

荒板による屋根野地

屋根通気ブロック

板張り壁

樹皮張り

雁木 [がんき]

高基礎壁

花ブロック

開口部 木製建具

下地窓、無双 [むそう] 窓

雨戸

紙障子

格子

非構造部分 (内
部)

内壁・内天井 塗壁 (漆喰塗、珪藻土塗)

板張り壁

竿縁 [さおぶち] 天井、網代 [あじろ] 天井、簀子 [すのこ] 天
井

内部床 土間 (三和土 [たたき] )

畳 (稲わら畳床)

床板張り仕上げ

建材等 自然材料系断熱材

調湿材

古色塗り、漆 [うるし] 塗り等

3) 材料・生産体制 地域材料の使用 地域産の木材の使用

地域産の自然素材の使用

地域で生産される建材の使用

地域に根ざした生産・維持管理の
体制

技術の伝承

地域の住宅生産者が主導する体制

地域の大工、建築職人の登用

4) 景観形成 景観の維持・形成 地域に根ざす建物形態・材料の使用

周囲と調和・連担した外構、緑化計画

緑・生態系の維持 地域の植生を活用した緑化

緑の連担による生物の生息環境の保全

5) 住まい方 設備に頼らない暮らし 日常生活空間の縮小化

季節に応じた生活習慣 (建具の入れ替え、打ち水、風鈴等)

季節ごとの衣類の着脱の工夫 (冬期の厚着、夏期の薄着等)

局所的な採暖器具の利用 (囲炉裏 [いろり] 、炬燵等 [こたつ]
)

気象要素を制御・活用する暮らし 窓・雨戸の開け閉めの励行

すだれ・よしずの利用

雪囲いの利用

一般社団法人 日本サステナブル建築協会 刊　「気候風土適応住宅の認定のガイドライン・同解説書」を元に制作

国はどういった住宅が「気候風土適応住宅」たりうるのか？という

ことについて、ガイドラインとして、この表に網羅される要素を例

示しています。そして「気候風土適応住宅」の次のような15の要

素は、建築物省エネ法で定める「外皮基準」において、通常の住宅

には適合性を求める外皮性能を満たすことができないのは、その性

質上無理もない、ということを認めています。「外皮基準に適合さ

せることが困難と想定される」ゆえ、基準一次エネルギー消費量の

上限値を緩和することにしたのです。

外皮基準に適合させることが困難と想定される要素の例

観点 区分 要素の例

1) 様式・形態・空間構
成

内部 1 縁側

2) 構工法 構造部材 2 小屋組現し、かつ、野地現し

軸組・耐震要
素

3 土塗壁 (外壁両側を真壁としたもの、外壁片側を真壁としたもの、土蔵造り
のもの)

4 板壁 (落とし込み板壁等) のうち、外壁両側を真壁としたもの

5 土塗壁以外で、外壁両側を真壁としたもの

6 外壁両側を木材現しにしたもの (校倉 [あぜくら] ・丸太組構法等)

7 開放的な床下 (石場建て・足固め等)

小屋組・軒構
法

8 せがい造り、はね木 (出し梁)

9 面戸板 [めんどいた] 現し

屋根 10 茅葺 [かやぶ] き屋根

開口部 11 木製建具のうち、地場で製作されるもの

12 下地窓、無双 [むそう] 窓

内壁・内天井 13 竿縁 [さおぶち] 天井、網代 [あじろ] 天井、簀子 [すのこ] 天井

内部床 14 土間 (三和土 [たたき] )

15 床板張り仕上げのうち、下地板を用いず単層床板張りとしたもの

一般社団法人 日本サステナブル建築協会 刊　「気候風土適応住宅の認定のガイドライン・同解説書」を元に制作

気候風土適応住宅 認定基準づくりに向けて

各地での認定基準づくりについては、建築士会が行政とのパイプに

なっているが多いようですが、建築士会の会員以外でも、はたらき

かけをすることができます。木の家ネットのメンバーであり、かつ

建築士会員でもあるという人も動いていますし、建築士会員以外

で、この動きに参加している人もいます。

木の家ネットのつくり手メンバーはその地における「気候風土適応

住宅」をつくり続けて来たという実績をもっています。各地の特定

行政庁に実務者の経験や知恵を伝え、その地に気候風土や歴史、暮

らし方にあった認定基準ができるよう、積極的な関わりをしていき

ましょう！

すでに動き始めている、木の家ネットの会員からの報告です。

埼玉：県や特定行政庁の省エネ担当の方々を木の家ネットメンバー

の現場に招き、勉強会・見学会を行ったほか、今年度より建築士会

の中に気候風土適応住宅研究小委員会を立ち上げ、話し合いが始ま

りました。

岡山：今年度から特定行政庁（県と7市）の各担当者と建築士会の

担当委員会が一緒に気候風土適応住宅について勉強会を始めます。

第1回を7/11に開催し、今後の進め方などについて話し合う予定で

す。木の家ネットからは和田洋子さんと山本耕平さんが担当委員と

して参加します。

愛知：5/19に、木の家ネット会員の宇野勇治さん、大江忍さん、丹

羽明人さんと愛知建築士会の事務局と有志会員、県の建築課の担当

者で愛知建築士会の事務所に集まり、今後の愛知県版の気候風土適

応住宅についての勉強会をしていくことになりました。次回は、8

月の予定です。

山梨：地元の建築士会のメンバーと恊働して気候風土適応住宅につ

いての勉強会を開催することを当面の目標です。まずは川越での勉

強会に参加して刺激を受けた木の家ネットの横山潤一さんが、自身

で設計施工した住宅について省エネ基準の計算をし、そのプロセス

や結果を周囲の仲間とシェアすることから始めようとしています。

熊本：熊本での気候風土適応住宅認定基準を提案するために建築士

会で「調査委員会」をつくり、温暖地である熊本に相応しい省エネ

達成評価の方法を探っています。2017年３月には、国のガイドラ

インにある諸要素を点数性で評価し、その総和が一定以上であれば

気候風土住宅として認めるという熊本型気候風土住宅認定基準を作

成し、行政に提出しました。

気候風土適応住宅の積極的な位置づけを

さいごに、気候風土適応住宅の位置づけについて、大事なポイント

を確認しておきたいと思います。

「外皮性能がダメだから適用除外」「まあ、ゲタをはかせてOKに

なるようにしてあげましょう」ということにならないように。「和

の住まい」の啓蒙広報活動とも連携しながら、日本の建築文化が育

んで来たすぐれて低エネルギー、エコな暮らし方として「気候風土

適応住宅って、いいね！」という価値観を広めていきたいですね。

「どんな建物が気候風土適応住宅といえるの？」という具体的なイ

メージを伝えるために、昨年度、国交省から木活協のへの委託の補

助事業として、サスティナブル先導事業の枠枠組みの中で「気候風

土型住宅」の募集がありました。今年度は一般社団法人　環境共生

住宅推進協議会（kkj）が委託先として募集があります。

求められているのは、外皮性能以外のところでの省エネ努力が十分

になされ、かつ、気候風土適応住宅らしい要素とを調和させた「気

候風土適応住宅」の具体的な事例です。図面や写真とともに、省エ

ネ計算を添付します。

平成28年度には３回募集があり、採択事例には、木の家ネットの

会員やゆかりのある人の名前も並んでいます。採択となると、補助

金が100万円でます。省エネ基準に適合性判定のための計算がまだ

義務化されていない中で努力して計算をする苦労はありますが、

2020年以降には、誰もがしなくてはならなくなる計算を先取りし

て行う苦労、買って損はないです。しかも、自身の設計事例が、気

候風土適応住宅のこれからの形を確立していく礎となれば、喜ばし

いことですよね！

綾部工務店による「雑木の庭に建つ石場建ての家」

応募時期と着工・竣工時期、応募書類の多さなど、簡単にとはいえ

ない部分もありますが、すでに採択となった木の家ネットの仲間の

知恵を借り、アドバイスを受けながら、ぜひ活用してくださいね。

木を活かす建築推進協議会で募集しているサステナブル先導事業（気候風土適
応型）の補助金交付申請ページ

また、気候風土型住宅については、通常ルートの省エネ基準とは別

の評価軸（評価表示）が必要になってくるでしょう。BELSの★の

数で「★少ないね」と言われてしまうのではなく「気候風土適応マ

ークがついているんだね！」ということが価値となるような表示方

法を木活協やサスティナブル協会あたりで創設してもらうことも、

一般の方への周知という意味では必要かもしれません。

以上、駆け足で気候風土適応住宅について見てきましたが、最後に

綾部さんからひと言エールと、次号予告を！

気候風土適応住宅という道は、拓けています。あとは、各
地域で実務者のがんばり次第。それぞれの地域の気候風土
に合った認定基準が策定されるよう、行政に提案していっ
てもらえればと思います。

まずは、自分の事例を計算してみてください。見積りを自
分でしている人にはそう難しいものではありません！ 一
次エネルギーの計算は、面積の拾い出しができ、使う素材
や機器の仕様がわかれば、後は外皮のプログラムとエネル
ギーのプログラムに入力するだけですから!

一度計算をしてみた上で、周りの実務者や行政関係者と地
域での気候風土適応住宅の姿について、勉強会という形で
対話を進めていくことをお勧めします。

この特集の続編として、次回は山梨の横山潤一さん（潤建築）が、

風光明媚で夏は涼しく、冬は寒さが厳しい八ヶ岳での施工例を実際

に計算してみる、というプロセスをコンテンツとしてルポします。

日常の業務に加えて初めての計算に取り組むのは、なかなか大変な

ことです。同じ大工であり、省エネ計算の先輩である綾部さんに手

ほどきを受けながら慣れない計算に取り組む横山さんの苦労話は、

きっとみなさんにも役に立つはずです。

ほんとは計算そのものが目的ではありません。エネルギー消費量を

抑えて、自然と調和した豊かで健康な暮らしを実現できるような家

づくりこそが、真の目的です。計算をし、その結果を計画や設計に

フィードバックするという行為を通して、家づくりはよりよくなっ

ていくはず！・・苦労だけれど、楽しみ！ですね。

２ページ目のまとめ

日本建築の知恵はほとんど省エネ計算からこぼれおちてしまう

外皮性能重視以外でも、低エネな住まいは達成できる

日本のほとんどの地域は南方型開放型。外皮性能重視ではない

「気候風土適応住宅」という枠組みができた

各地域での基準づくりに積極的に関わるべし
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越海興一 室長(木造住宅振
興室)：国交省木造住宅振
興室室長に訊く「200年
住宅」

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

このまちにずっと残って
いてほしいあの家も「既
存不適格」？

大工・綾部孝司さん(綾部
工務店)：原点回帰

漆職人・小林広幸さん(春
野屋漆器工房)：木の家づ
くりにも関わる漆塗り職
人を訪ねて
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